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国際シンポジウム 2025「未来への記憶の遺産――原爆資料をどう継承するか」 

ノーベル賞委員会 ヨルゲン・ヴァトネ・フリードネス委員長からのビデオメッセージ 全文 

 

International Symposium 2025  

“Memories for the Future: How to Pass Down A-bomb Archives as a Living Testament” 

Full text of video message from Jorgen Watne Frydnes, Chair of the Norwegian Nobel Committee  

 

Dear friends, distinguished guests, survivors, students, 

and all those gathered here in Hiroshima. 

"There lies before us, if we choose, continual progress in 

happiness, knowledge, and wisdom. Shall we, instead, 

choose death, because we cannot forget our quarrels? 

We appeal, as human beings, to human beings: 

Remember your humanity, and forget the rest." 

These words spoken by Bertrand Russell and Albert 

Einstein in 1955 echo through time with haunting 

clarity. They were a call to conscience then. They are a 

cry for responsibility. 

 ご来賓の皆さま、被爆者の方々、学生たち、そして

広島につどった友人の皆さま。 

 「私たちの目の前には、もし私たちがその道を選

び取るならば、幸福と知識、そして叡智のたゆまぬ進

歩が広がっています。しかし私たちは、その代わり

に、いさかいを忘れることができないからといっ

て、死を選ぼうというのでしょうか。私たちは人類

として、人類に対して訴えます。あなた方の人間性だ

けを思い起こし、そのほかは忘れよ、と」 

 1955 年にバートランド・ラッセルとアルベルト・

アインシュタインが発したこれらの言葉は、時を超え

て、今も恐ろしいまでに明白に響きます。当時、それ

は良心への呼びかけでした。そしてこれは今なお、責

任を果たすよう求める声なのです。 

This past October, the Norwegian Nobel Committee 

awarded the 2024 Nobel Peace Prize to Nihon 

Hidankyo, the Confederation of Atomic Bomb Survivors 

from Hiroshima and Nagasaki. It was awarded for their 

tireless efforts to achieve a world free of nuclear 

weapons and for their extraordinary and unwavering 

commitment to testifying over decades to the 

unspeakable humanitarian consequences of nuclear war. 

Their voices, your voices, are a moral compass in a 

world that sometimes forgets its direction. Through you, 

we remember what nuclear weapons really are, not 

abstract tools of deterrence, but instruments of mass 

death. Through you, we are reminded that history is not 

a collection of statistics or slogans, but the flesh, blood 

and memory of individual lives. 

Hiroshima and Nagasaki, as the first and only cities in 

history to suffer nuclear attack, occupy a unique place in 

the moral imagination of the world. You are not only 

victims of war, you are witnesses and teachers, you have 

 昨年 10 月、ノルウェー・ノーベル賞委員会は、

2024 年のノーベル平和賞を、広島と長崎の原子爆弾

を生き延びた人々の連合組織である日本被団協に贈

りました。核兵器のない世界を実現するための彼ら

のたゆまぬ努力と、核戦争がもたらす、筆舌に尽くし

がたい人道的影響について、何十年もの間、証言を

重ね続けてきた彼らの特筆すべき、揺らがぬ献身に

対しての授賞でした。 

 彼らの声は——あなた方の声は、時に進むべき方

向を見失う世界にあって、道徳的なコンパスとなっ

ています。我々はあなた方を通じて、核兵器というも

のが実際には何であるのか、それは単なる抽象的な

抑止の道具ではなく、大量殺害の道具なのだという

ことを思い起こすのです。あなた方を通じて、我々は

歴史というものは単なる統計上の数字やスローガン

の積み重ねではなく、命を持った個人の血肉と記憶

から成り立っているのだということを思い出すので

す。 
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turned ashes into testimony, and testimony into global 

awareness. You gave the world a vocabulary of never 

again. 

 史上初めて核攻撃の被害を受けた、他に例のない

都市である広島と長崎は、この世の道徳的想像力と

いう意味で特別な地位を占めています。皆さんは単な

る戦争の犠牲者ではなく、証人であり、教師なので

す。あなた方は灰燼の中から証言を生み出し、その証

言が地球社会全体の認識となっていったのです。あな

た方のおかげで、世界は『二度と繰り返してはならな

い』という語彙を持つことができました。 

Gradually, an international norm has developed that 

stigmatizes the use of nuclear weapons as morally 

unacceptable. This norm is often referred to as the 

nuclear taboo. Like other international norms, the 

nuclear taboo is maintained by collective agreement, by 

widespread moral outrage at the prospect of using 

nuclear weapons, and by a mutual fear of the abyss 

awaiting humanity if the norm is violated. 

But the taboo is fragile, and it becomes some more with 

the passage of time. We therefore need reminding. 

Today, it is more urgent than ever to listen. 

We stand, as many analysts now say, at the edge of a 

new and unstable nuclear age. Nuclear powers are 

modernizing their arsenals. New states appear to be 

preparing to acquire them. Treaties are expiring. Threats 

of nuclear use have been made openly even as war 

rages. 

In the face of this, we must return to Hiroshima, not only 

geographically, but morally. Because the significance of 

awarding the Peace Prize to Nihon Hidankyo lies in this. 

 徐々に時間をかけながら、核兵器の使用は道徳的

に許容されないという形で、「悪の烙印」を押す、国

際的な規範が形成されてきました。しばしば、「核の

タブー」と呼ばれる規範です。ほかの国際的規範と同

様に、「核のタブー」は社会的な合意を通じて維持さ

れ、核兵器が使用される可能性に対する道徳的な憤

慨、そして、この規範が破られてしまった場合に人類

を待ち受ける地獄についての恐怖の念が共有される

ことによって維持されているのです。 

 しかし、このタブーはもろいものでもあり、時間の

経過と共に、そうした特性はある程度、強まりまし

た。ですから私たちには、注意喚起が必要なのです。

今日ほど、それに耳を傾けなければならない時はあり

ません。 

 多くの専門家たちが言うように、我々は新しく、

不安定な核時代の崖っぷちに立たされています。核保

有国はその軍備を更新し、核兵器を手に入れようと

していると思われる新たな諸国が登場しています。軍

縮条約の数々が失効する一方で、戦争が激化する状況

下なのに、核兵器を使用するという威嚇が公然と行

われています。 

 この状況に直面した私たちは、今いちど、広島へと

戻らなければなりません。単に地理的にではなく、道

徳的な意味においてです。ノーベル平和賞を日本被団

協に授与した意味も、まさにそこにあるのです。 

To lift up the human voice in a time of geopolitical 

noise, to anchor disarmament in memory, to recall as we 

and the Nobel Committee said in December, that we are 

not doomed by some genetic code to repeat the mistakes 

of the past. 

 地政学的な騒音が増す時代にあって、人間の声を

上げる。軍縮の原点として、記憶を保ち続ける——。

ノーベル賞委員会が昨年 12 月に指摘したように、私

たちは過去の過ちを繰り返すように遺伝子のプログラ

ムで定められているわけではない、ということを思い
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We can learn. But learning requires memory, and 

memory demands effort. That is why your work to 

collect and preserve materials documenting the damage 

of the bombings, your photographs, testimonies, objects, 

and stories is of such a global importance. This is not 

just Japanese history. It is world history. And it must not 

be lost to time, bureaucracy, or indifference. 

Today's generation of students and young people cannot 

touch 1945, but they can read a diary. They can hear the 

voice of hibakusha trembling but unbroken. They can 

choose not to forget. 

起こさなければなりません。 

 私たちは学ぶことができるのです。ただし、学ぶた

めには記憶が必要であり、記憶を保つには努力が必

要です。だからこそ、原爆の被害を記録する資料を、

写真を、証言を、遺品を、そして語りを収集し、保存

するというあなた方の営みが、まさにグローバルな重

要性を帯びています。それは単に日本にとどまる歴史

ではありません。世界の歴史なのであり、時間の経

過や、官僚主義、あるいは無関心の中に埋もれさせて

はなりません。 

 現在の学生などの若い世代の人々は、1945 年を実

体験はできません。でも、日記を読むことはできま

す。被爆者が発する、震えながらも固い決意をもった

声に耳を傾けることもできます。忘れないという道を

選ぶことは、可能なのです。 

We know that survivors are aging. Time is precious. 

That makes the task of preservation even more sacred. 

Let me say this clearly. The work of remembrance you 

do in Hiroshima, through your museums, archives, 

literature, and education is peace work. It is part of 

disarmament. It is part of building the world we want 

our children to live in. 

 ご存じのように、被爆者の方々は高齢化していま

す。時間はかけがえのないものです。だからこそ、資

料を保全していく作業はいっそう尊い任務だといえま

す。これは私から明確に申し上げたい。皆さまが広島

で、博物館、アーカイブ、そして書籍や教育の場を通

じて、記憶を継承しようとする試みは、いわば平和

の営みなのです。それは軍縮の一環であり、私たちが

自らの子供たちに住まわせたいと願う世界を形づく

っていく作業の一環なのです。 

As I said in Oslo in December, memory work can be an 

act of resistance, a force for change. I am 40 years old. I 

belong to a generation in Norway with no direct 

experience of war. We grew up after the Cold War in a 

bubble of optimism. That bubble has burst. 

In my work, I've seen what trauma does to individuals 

and how societies, too, carry grief. I've learned that if we 

do not confront the past, the past confronts us. 

 昨年 12 月にオスロでの授賞式で私が申し上げたよ

うに、記憶を保全する活動は、抵抗する行為や、変化

をもたらす原動力ともなりえます。私は今、40 歳で

す。ノルウェー国内でも、戦争を直接経験したことが

ない世代に属します。冷戦が終結した後に、楽観主義

というバブルに包まれて育ちました。そのバブルは今

や、はじけ飛んでしまいました。 

 私は自分のこれまでの活動を通じて、トラウマが

個人に及ぼす影響、そして、社会もまた、悲嘆を抱え

続けるということを理解しました。過去に対峙しな

い限り、過去の方が私たちに迫ってくるのだという

ことを学びました。 

There are those who wish to forget, for convenience or 

for political gain, but we must not let this happen. 

 自分の都合とか、政治的な得点を挙げたいといっ

た理由から、忘れたがる者たちもいます。しかし、そ
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As the South Korean writer, Han Kang, who received 

the Nobel Prize in literature last year has written, 

"Through our pained and silent embrace of grief over the 

course of a whole life, life is perhaps paradoxically 

made possible." That is what you have done in 

Hiroshima. You've made life possible, not just survival, 

but life with meaning, with dignity, with hope. 

うさせてはならないのです。 

 昨年のノーベル文学賞を受けた韓国の作家、ハ

ン・ガンさんがかつて記したように、「痛みを伴いつ

つ、静かに悲しみを受け入れること、一生をかけて

そうすることを通じてこそ、矛盾した形だが、人生は

可能になるのかもしれない」——。皆さんが広島で

成し遂げてきたことは、まさにそれです。あなた方は

人生を可能にしてきました。単に生き延びるというの

ではなく、意味と尊厳、希望のある人生を、可能に

してきたのです。 

To all the Hibakusha here and to those who continue 

your work, you stood tall when others choose denial. 

You refuse to be defined by victimhood. You help the 

world to see with clear eyes what nuclear weapons really 

mean. You are the light the world needs. 

To the people of Hiroshima, your story is universal. Your 

local memory is a global responsibility, and I assure you, 

your voice was heard in Oslo. And it will be heard 

tomorrow if we have the courage to keep listening. 

To the young people in this room, you are the future 

custodians of this memory. You are the new stewards of 

this truth. Take up the torch. Do not let silence grow. Tell 

the stories. Study history. Resist forgetting, and raise 

your voice. Because as I said in Oslo, our survival 

depends on it. 

Let me end here where I began with Russell and 

Einstein. 

"Remember your humanity and forget the rest." 

 会場の被爆者の方々へ。皆さんと、皆さんの努力

を引き継ぐすべての人々は、ほかの人々が否定の道

を選び取る中で、堂々と立ち向かってきました。あ

なた方は、被害者としてだけ定義されることを拒んだ

のです。核兵器の本質はいったい何なのか、世界に対

して明確に示してきました。皆さんは世界に必要な灯

（ともしび）なのです。 

 広島の皆さん、あなた方の語りは普遍的なもので

す。あなた方の郷土の記憶は、地球規模の責務になっ

ています。私からは、あなたたちの声はオスロにまで

届いた、と保証できます。そして、私たちが耳を傾け

る勇気を保ち続ける限り、これからも皆さんの声は

永く聞かれ続けるでしょう。 

 会場に集った若い皆さん、あなた方はこうした記

憶の将来の守り手です。今後は、あなた方がこの地の

記憶を保護していく担い手なのです。たいまつを受け

継いでください。沈黙を広がらせてはなりません。

物語を伝え、歴史を学んでください。忘却にあらが

い、声を上げてください。オスロの授賞式で私が申

し上げたように、私たちが生き延びられるかどうか

は、そこにかかっているのです。 

 冒頭に申し上げた、ラッセルとアインシュタインの

言葉に立ち戻って、締めくくりにさせてください。 

「あなた方の人間性だけを思い起こし、そのほかは

忘れよ」 

※日本語訳は広島平和研究所作成/Translated by the Hiroshima Peace Institute 


